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市からのお知らせ

◎
加
賀
市
ゆ
る
や
か
な
見
守
り

　

市
で
は
、
日
常
的
に
高
齢
者
な
ど
と

交
流
の
あ
る
事
業
者
が
地
域
で
の
見
守

り
活
動
を
行
う
「
ゆ
る
や
か
な
見
守
り

事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
登
録
事
業
者
の
皆
さ

ん
が
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
中
で
、
業
務

に
支
障
の
な
い
程
度
の
見
守
り
活
動
を

行
い
ま
す
。
「
普
段
と
様
子
が
違
う
」

「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
」
と
い
う
気
づ

き
が
あ
れ
ば
、
市
に
連
絡
を
し
、
問
題

を
早
期
発
見
し
て
、
適
切
な
支
援
に
つ

な
ぎ
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
を
は
じ
め
、
区

長
・
福
祉
協
力
員
な
ど
地
域
の
支
援
者

に
よ
る
見
守
り
活
動
に
加
え
、
重
層
的

な
見
守
り
体
制
を
推
進
し
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

※
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
登
録
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
地
域
福
祉
課

　

☎
７
２
‐
７
８
５
４

配達・訪問分野 訪問分野 店舗分野

・北國新聞販売店
（加賀中央・片山津・大聖寺・
三谷・山代南部販売所、錦
城新聞販売センター、栄井
新聞店、加賀営業所）

・北陸中日新聞販売店
（山代販売店、作見・三谷・
加南・加賀鹿島・片山津・動橋・
大聖寺・山中・東谷専売所）

・生活協同組合コープいしかわ
・ワタミ株式会社宅食事業部
（石川加賀営業所）
・株式会社ヤクルト北陸
（山代サービスセンター・大
聖寺サービスセンター )

・株式会社加佐ノ岬倶楽部
（移動スーパーかも丸くん）
・赤帽石川県軽自動車運送協同組合
（のだ急送、井上サービス、
ＹＮサービス、イナバ運送）

・加賀郵便局（郵便部）

・訪問理美容 Smize（スマイズ）
・石川県エルピーガス協会

加南支部
（マルヰ、北陸プロパンガ
ス商会、脇坂燃料店、吉田
燃設、巻下燃料店、中田商
事、加賀商事、氷見山商店、
ENEOS グローブエナジー、
大同ゼネラルサービス、加
賀農業協同組合、木村住宅
設備、イワタニ北陸、大城
エネルギー、日根デンキ店、
矢田郷商店、角出石油、織
田燃料店、河崎石油、片山
津温泉旅館協同組合、山本
プロパンガス、岡田ガス石
油、ヨシダ住設商会、下出
宏商店、加賀ガスサービス
センター）

・株式会社北陸電力
（小松支社営業部）
・ヴェオリア・ジェネッツ株式会社
（加賀営業所）

・コミュニティささやカフェ
・すぎはら薬局
・株式会社マルエー
・株式会社西日本旅客鉄道
（ＪＲ加賀温泉駅）
・加賀温泉バス株式会社
（本社営業所）
・郵便局
（加賀局・山中局・動橋局・
山代局・橋立局・片山津局・
塩屋局・大聖寺菅生局・勅
使局・大聖寺聖南通局・大
聖寺中央通局・河南局・山
代桔梗ケ丘局・加賀松が丘
局・塚谷局・加賀南郷簡易局・
大聖寺春日簡易局）

私たちが皆さんを見守っています
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危
険
な
老
化
の
サ
イ
ン
を

早
め
に
見
つ
け
ま
し
ょ
う

　
「
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
を
す
る

の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
」
「
少
し
の

段
差
で
つ
ま
ず
く
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
、
日
々
の
生
活
の
中
で
ほ
ん
の
わ
ず

か
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
老
化
の
サ
イ
ン
は
ジ
ワ
ジ
ワ
と
あ
ら

わ
れ
て
く
る
た
め
、
自
分
で
は
気
づ
き

に
く
く
、
早
期
発
見
が
難
し
い
も
の
で

す
。

　
市
で
は
、
70
歳
以
上
で
要
支
援
・
要

介
護
認
定
等
を
受
け
て
い
な
い
人
に

「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
回
答
が
あ
っ
た
人
の
う
ち

約
４
割
の
人
に
、
何
ら
か
の
生
活
機
能

の
低
下
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
返
信
の
あ
っ
た
人
に
は
、
回
答
を
も

と
に
作
成
し
た
運
動
・
口
腔
の
機
能
、

認
知
機
能
低
下
予
防
な
ど
の
生
活
改
善

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
記
載
し
た
「
生
活
ア

ド
バ
イ
ス
票
」
を
送
付
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

今
年
も
送
付
し
ま
し
た

「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

Information

◎
統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
統
計
調
査
は
、
国
勢
調
査
や
経
済
セ

ン
サ
ス
な
ど
人
口
や
事
業
所
数
な
ど
世

の
中
の
す
が
た
を
正
確
に
表
す
調
査
で

す
。
対
象
者
（
世
帯
・
事
業
所
）
を
訪

問
し
、
調
査
票
の
配
布
と
回
収
を
す
る

人
を
統
計
調
査
員
と
い
い
ま
す
。
　

　
調
査
は
お
お
む
ね
４
～
５
週
間
で
、

調
査
票
の
配
布
と
回
収
等
を
行
い
ま
す
。

期
間
中
、
毎
日
調
査
を
す
る
必
要
は
な

く
、
生
活
の
空
き
時
間
に
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

報　

酬
　
調
査
件
数
・
業
務
内
容
に
応

じ
て
お
お
む
ね
２
～
５
万
円

登
録
資
格
　
20
歳
以
上
で
、
責
任
を

◎

も
っ
て
統
計
調
査
を
行
っ
て
い
た
だ

け
る
人

※
警
察
、
選
挙
、
税
務
関
係
の
仕
事
を

し
て
い
る
人
は
除
く

申
込
方
法
　
電
話
も
し
く
は
メ
ー
ル
に

て
申
し
込
み

今
後
の
統
計
調
査
の
予
定

　
平
成
29
年
10
月
1
日
を
基
準
日

と
し
て
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

問
企
画
課

　

☎
７
２
‐
７
８
４
１

　

toukeijouhou@
city.kaga.lg.jp

◀緑色の封筒です

　
介
護
予
防
の
第
1
歩
は
自
分
の
身

体
を
知
る
こ
と
か
ら
で
す
。

「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

で
自
分
の
身
体
の
変
化
を
確
認
し
、

老
化
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
元
気

な
う
ち
か
ら
「
介
護
予
防
」
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

問
高
齢
者
こ
こ
ろ
ま
ち
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
２
‐
８は

い

ハ

ロ

ー

１
８
６

◎
坂
網
猟
後
継
者
育
成
説
明
会

　
『
坂
網
猟
』
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く

伝
統
猟
法
で
す
が
、
今
、
坂
網
猟
の
後

継
者
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
伝
統
的
網
猟
「
坂
網
猟
」

を
次
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
新

た
な
猟
師
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
説
明
会
で
は
、
現
役
猟
師
や
鴨
池
観

察
館
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
、

市
の
補
助
金
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
す
。

と　

き
　
７
月
21
日
㈮
　
19
時
～
21
時

と
こ
ろ
　
鴨
池
観
察
館

対　

象
　 

18
歳
以
上
の
人

参
加
費
　
無
料

問
環
境
政
策
課

　

☎
７
２
‐
７
８
９
２

料金後納 
郵便 

郵便区内特別 

加賀局 
 

親展 

 高齢者のご相談は、高齢者こころまちセンターへ 

〒922-8622  石川県加賀市大聖寺南町二41番地 

TEL(0761)72-8186  （直通） 

FAX(0761)72-1665 

加 賀 市 役 所 
地域包括支援センター（高齢者こころまちセンター） 

      e-mail kokoro@city.kaga.lg.jp 
17206-1-1-1-1 

はいハロー 

広報かが  2017・79
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と　き／9月2日㈯ 16時スタート（制限時間5時間）　

ところ／山中座前スタート・ゴール　 

　間寛平さんプロデュースの山中温泉を舞台にしたナイトマラソン。
早くゴールするのがもったいない‼暗くなってからがナイトマラソンの醍
醐味です。間寛平さん他、たくさんのよしもと芸人達が大会を盛り上げま
す。走って、笑って、触れ合って非日常的な空間を楽しもう！
■大会公式サイト　
　http://www.kagaonsenkyoukanpeinightmarathon.com/
■申込方法　インターネットのみでの受付
　ランネット、スポーツエントリー、日本旅行専用サイト（大会専用宿泊プ
　ラン付）
■申込締切　7月31日㈪　※定員に達し次第締め切り
■定　員　1,000人　■参加費　10,000円

加賀温泉郷寛平ナイトマラソン2017　参加者募集

問マラソン開催推進室　☎72-7922 ▲大会公式サイト
大同工業株式会社

◆オフィシャルスポンサー

◆申込規約
①　大会主催者による大会規約、規則、指示に従うことに同意すること

②　大会において大会主催者が認める新聞、テレビ、ラジオ、雑誌、イ

　　ンターネット等の報道機関が選手を撮影又は取材し、それを大会の

　　報道や宣伝の目的で掲載又は放送することに同意すること。

③　個人の所有物及び競技備品の管理には一切の責任を持ち、大会主催

　　者に対しその紛失、破損等の責任を問わないこと。

④　大会で走ることは潜在的な危険をはらむ行為であることを了解し、

　　関係有るすべての危険の可能性を承知し、それに対し自ら責任をと

　　る覚悟で参加し、自身の健康管理には細心の注意を払い、万一の事

　　故が発生した場合にも大会主催者及びすべての大会関係者に対し、

　　異議を申し立てないこと。特に山間部の暗闇時における走行となる

　　ことを理解すること。懐中電灯と熊鈴は必ず用意し携行して走行す

　　ること

⑤　大会当日のコンディションが悪い場合は、参加を辞退すること

⑥　気象状態の悪化及び競技環境の不良等により競技日程あるいは競技

　　内容に変更があっても異議を申し立てないこと。

⑦　参加申し込みの入金後のキャンセルについては、一切返金はいたし

　　ません。

⑧　参加者は大会開催中の事故、傷病等に対し、主催者の責任は免除し、

　　損害賠償等の請求はおこないません。

⑨　地震、風水害、事件、事故、疾病等による大会開催の縮小、中止の

　　場合、参加料金の返金の有無、金額については、主催者が判断、決

　　定することとします。

⑩　上記の申込規約のほか、主催者が別途定める大会規約に則ります。

　（齟齬がある場合は大会規約を優先します）

◆大会諸注意
①　ナンバーカードは、大会本部が準備し、事前案内書と一緒に「ナン

　　バーカード引換書」を入れ郵送します。受付時に「ナンバーカード

　　引換書」と交換でナンバーカード、プログラム、参加賞を受け取っ

　　てください。

②　受付後プログラムに記載されている「選手注意事項」は、必ず熟読

　　してください。

③　申込時にフルマラソンの自己タイムを申告下さい。スタートは申告

　　されたタイムでグループ分け致します。申告が無い場合、最終グル

　　ープからのスタートになります。

④　ペースランナーは併走いたしません。

⑤　車いすでの参加はできません。

⑥　競技中に発生した事故については、応急処置を行ないます。また、

　　主催者で傷害保険に加入していますが、補償は保険の範囲以内とし、

　　それ以外の責任は負いません。

⑦　アップダウンはかなりありますが、コース上はすべて舗装路となっ

　　ています。（標高差約350ｍ）

⑧　競技内容等に変更がある場合には大会公式ページ等にて発表いたし

　　ます。

（代行事務局）

（事務局）

＊個人情報取扱いについて　　

主催者は、大会運営のために知り得た個人情報については、法律及び関係法令等を厳守し、個人情報保護方針に

基づき、個人情報の取扱いを致します。大会参加者へのサービス向上を目的とし、参加案内、関連情報の通知、

次回大会の案内、大会プログラム、記録発表に利用します。

申込関連、宿泊斡旋についてのお問い合わせ先

開催に関する問合せ先

なお、宿泊付プランについては、下記ホームページからご予約願います。

（日本旅行）https://v3.apollon.nta.co.jp/kagaonsenkyo-night2017/

★こちらの大会専用宿泊プランでは、以下の内容で設定されております。

①　旅館での相部屋（男女別）での受付及びグループでの受付

②　宿泊施設⇔大会会場への送迎

③　１泊朝食プランの提供（ゴール後に、後夜祭を開催予定しておりますので夕食は設定しておりません）

加賀温泉郷寛平ナイトマラソン  デスク　
〒920-0031 石川県金沢市広岡3-3-77　ＪＲ金沢駅西第一ＮＫビル2階　株式会社日本旅行金沢支店

FAX：076-293-6846　E-mail：kanazawa_mice@nta.co.jp

TEL：076-293-6841

加賀温泉郷寛平ナイトマラソン実行委員会

（担当：奥田・野口）

（加賀市教育委員会スポーツ課マラソン開催推進室内）

〒922-8622 石川県加賀市大聖寺南町ニ41番地　

FAX：0761-72-7999　E-mail：marason@city.kaga.lg.jp　

TEL：0761-72-7922

山中温泉（山中座）までのアクセス

加賀I.C、片山津I.C. より約20分

約20分

約25分

大宮

長野 越後
湯沢
越後
湯沢

※大会当日は会場周辺に駐車はできませんので、臨時駐車場からのシャトルバスをご利用ください。

　また、道路規制されている区間がありますのでご注意ください。

山中座：加賀市山中温泉薬師町ム1番地

◆協力：よしもとクリエイティブ・エージェンシー、（公社）加賀青年会議所、

　　　　加賀商工会議所青年部、山中商工会青年部、㈱日本旅行、ミズノ㈱

お笑い

よしもと芸人が
大会を盛り上げます！

お楽しみ
その１
お楽しみ
その１

お楽しみ
その2
お楽しみ
その2

夕暮れから夜の
幻想的な大自然の

グラデーションを体感！

大自然
ステージを楽しむ
もよし。加賀の食を
堪能するもよし。

後夜祭

お楽しみ
その3
お楽しみ
その3

山中温泉 山中座広場スタート

応援の方も楽しめます

お笑いライブ

非日常

要申込

●坪単価　27,400円～ 40,500円　● 1 区画の平均価格　約 330万円　●分譲地購入割引制
度　2区画以上購入などで最大 15％割引　●分譲区画数　14区画　問都市計画課　☎ 72-7925

山中温泉宮の杜　宅地分譲中

と　き／7月9日㈰ 10時～12時 
ところ／橋立自然公園管理棟

竹でおもちゃを作ってみよう

　公園内に生えている竹を使って、色々な作品作り
に挑戦します。すばらしい作品は夏休みの工作に
も応募できるかも？小学生は親子でチャレンジしま
しょう。

■定　員　30人（先着順・定員になり次第締切）
■服　装　作業しやすい服装、軍手
■申込締切　7月2日㈰

■申・問橋立自然公園　☎72-1103
　　　加賀体育館　☎73-2664

要申込

と　き／7月15日㈯ 19時～
ところ／大聖寺ふれあい広場古九谷の杜（中央図書館横）

キャンドルナイト'17 in 大聖寺川灯ろう流し
参加
無料

　廃食用油で作ったエコキャ
ンドルのアートや、伝統的な
灯の小径を楽しみながら、省
エネや地球の未来について考
えませんか？
　廃食用油持参者にはオリジ
ナルグッズをプレゼント。

問かが市民環境会議事務局（環境政策課内）
　☎72-7892
　 kankyouseisaku@city.kaga.lg.jp

と　き／7月14日㈮ 18時～21時 
ところ／市民会館　第1会議室

　結婚を希望する男女のマッチングを行う
「かがこい」の登録説明会を行います。説
明の後に、結婚相談所所長と「かが縁結び
さん」による個別相談会も開催します。

■対　象　20歳以上の独身の人、またはその家族
■申込方法　QRコードにアクセスし、
　必要事項を入力または電話・メール

「かがこい」登録・相談会

■申・問人口減少対策室　☎72-7840　
　 konkatsu@city.kaga.lg.jp 

参加
無料

要申込

▲かがこい申込

と　き／7月30日㈰ 9時30分～12時 
ところ／今立町民会館

　涼しい山奥の清流で、親子で遊んでみません
か。ライフジャケットの使い方など、安全な川遊
びについても学びます。

■対　象　小学生親子
■定　員　15人（先着順・定員になり次第締切）
■持ち物　水着、着替え、タオル、ぬれてもよい靴
■申込締切　7月20日㈭

親子ふれあい自然教室

■申・問生涯学習課　☎72-7980　N73-4824
　 gakushuu@city.kaga.lg.jp 

参加
無料要申込

参加
無料

イベント情報
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「お腹の赤ちゃんを大切にする」啓発講演会

「自分の番いのちのバトン　～父　相田みつをを語る～」

と　き／7月13日㈭ 18時30分～20時　ところ／市民会館　大ホール

　生まれてくる赤ちゃんも1人の人として尊重され、社会全体で
温かく迎えられるまちづくりの実現に向けて、相田みつをさん
の長男である相田一人さんを招き、相田みつをさんのエピソー
ドなどを交えた講演会を実施します。1人ひとりが「いのちの大
切さ」を考える機会としませんか。

■講　師　相
あい

田
だ

 一
かず

人
ひと

 さん（相田みつを美術館館長）

問健康課　☎ 72-7866

と　き／8月25日㈮ 13時30分～26日㈯ 17時
ところ／かが交流プラザさくら　204会議室

　スマート加賀IoT推進協議会と一般社団法人イ
ンダストリアル・バリューチェーン・イニシア
ティブ（IVI）による、実践セミナーを開催しま
す。
　中小製造業が身の丈にあったIT投資によって、
さらに現場力を高めるための具体的な手法を学べ
ます。
※詳しくはスマート加賀IoT推進協議会のホーム

ページをご覧ください。
 http://kaga-iotac.org/

■定　員　20人
　（先着順・定員になり次第締切）
■対　象　市内に主な事業所を置く製造業者にお
　勤めの人

問IoTイノベーション推進室　☎72-1390

IoT実践セミナー 要申込

文字による情報を利用することが困難な人に、広報かがの点字版・録音テープ版または CD 版を市内のボラ
ンティアの人たちが製作し、自宅へ郵送します。　�■申・問社会福祉協議会　☎ 72-1500（担当：吉倉）

点字・音訳版「広報かが」を知っていますか？

7月9日㈰　IoTものづくり教室
　　対象　市内小学5・6年生
7月11日㈫　市民ものづくり講座（3Dプリンター入門）
　　対象　市民・市内企業にお勤めの人
7月12日㈬　
　市民ものづくり講座（電子工作）
　　対象　市民・市内企業にお勤めの人
　技術者コミュニティ
　　対象　市民・市内企業にお勤めの人
　　　　　（IoTのスキルアップを目指す技術者）
7月13日㈭・14日㈮　企業内IoT人材育成講座
　　対象　市内企業にお勤めの人
7月17日㈷　
　IoTものづくり教室
　　対象　市内小学5・6年生
　元Google米国本社副社長・スマート加賀IoT

推進協議会代表　村上憲郎氏によるセミナー
　　対象　市内小中学生の保護者

IoT講習を開催します

各講習について詳しくは
スマート加賀IoT推進協議会の
ホームページをご覧ください。

参加
無料

参加
無料

第20回加賀看祭

と　き／7月15日㈯ 10時30分～14時　

ところ／加賀看護学校

■模擬店　焼き鳥、焼きそば、肉巻きおにぎり、
きんとんパイ、クレープ　など

※肌年齢チェックや血管年齢チェックも無料でで
きます。

問看護学校庶務課　☎ 72-2428
　 kangogakkou@city.kaga.lg.jp

オープンスクール開催

■内　容　学校紹介・学校案内や先輩との交流、
模擬授業

※ジャージ等動きやすい服装でお越しください。
今年はケーキバイキングをご用意しています。

※開催前日までに電話またはメールで申し込み

と　き／7月25日㈫ 13時～16時

　　　 8月4日㈮ 9時30分～12時30分

Ⓒ 相田みつを美術館

イベント情報
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と　き／7月17日㈷ 13時30分～15時 

ところ／加賀市医療センター　KMCホール

　生活習慣病予防にはケガなく運動を継続すること
が大切です。接骨院の先生が教えるケガ予防の知恵
と体操指導、メタボ改善に効果的な方法も紹介しま
す。

■講　師　中谷 亮博 さん
（中谷接骨院副院長・柔道整復師）
■持ち物　飲み物

と　き／7月30日㈰ 13時30分～15時
ところ／市民会館　大ホール

生活習慣病予防セミナー　第1回

胃の内視鏡的診断治療について～胃がんを中心に～

参加
無料

　男性のがん罹患率第1位、女性では第3位の胃が
ん。市では今年度より胃がん検診に内視鏡検査を追
加しました。内視鏡検査や胃がんのリスクといわれ
ているピロリ菌感染について、わかりやすくお話し
します。

■講　師　太田 孝仁 さん
　　　　　（久藤総合病院院長）

問健康課　☎ 72-7865

第4回かが健幸長寿講座（生活習慣病予防　運動編）

お家でできるメタボ改善・ケガ予防

参加
無料

■申・問健康課　☎ 72-7865

と　き／7月19日㈬ 午後 

ところ／江沼神社長流亭

　『江沼神社長流亭』は、
大 聖 寺 藩 主 の 休 息 所 と し
て、1709年に建築。現在、
こけら屋根の修理工事を進
めています。修理工事の現
場見学会を開催します。
■料　金　100円（資料代）
■定　員　60人（応募多数

の場合は抽選）
■応募方法　往復ハガキに、住所、氏名、電話番号を

記入し、文化財保護課に送付（1ハガキにつき1人）
※返信ハガキにて、抽選結果と開始時刻等の詳細を
　連絡します。
■応募期間　7月1日㈯～10日㈪（当日消印有効）

重要文化財『江沼神社長流亭』
保存修理工事の現場見学会 要申込

■申・問文化財保護課　☎72-7888

と　き／7月9日㈰ 8時30分～12時30分 

ところ／市役所前駐車場

　町内および企業の自衛消防隊の消火技術向上と市
民の防火意識の高揚を図ることを目的として、放水
競技大会を開催します。

第54回小型動力ポンプ放水競技大会

問消防本部警防課　☎ 72-0119

と　き／7月21日㈮ 15時30分～17時 
ところ／市民会館　大ホール

　日本で唯一の財政再生団体である
夕張市。財政破たんから10年が経
過した今、市長として、同市の再
建・健全化へ向け、舵取りを担って
こられた鈴木直道氏の行政と市民の
協働によるまちづくりに向けた講演
会です。
■講　師　鈴木 直道 さん（夕張市長）

問地域づくり推進課　☎72-7835

と　き／7月29日㈯ 17時～（約1時間） 
ところ／長生殿2階（ＪＲ加賀温泉駅前）

北前船「日本遺産」認定記念講演会

北前船による地域繁栄の可能性

　北前船に関するストーリーが
今年4月、「日本遺産」に認定さ
れたことを記念して講演会を開
催します。北前船を地域振興、
活性化につなげるヒントが得ら
れるのではないでしょうか。
■講　師　石川 好 さん
　（作家・北前船寄港地フォーラム議長）

参加
無料

問文化振興室　☎ 72-7988

北海道夕張市長講演会 参加
無料

要申込

イベント情報
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と　き／7月22日㈯ 11時～12時（10時30分会場）
ところ／九谷焼美術館 2階ホール

季
とき

のしらべとおはなし

　馬頭琴の演奏と中央図書館司書による「スーホの
白い馬」の読み聞かせを行います。

■対　象　保育園年長以上
■奏　者　岩尾 照尚 さん（馬頭琴奏者）

問茶房古九谷　☎ 72-6366

開催日時 場所

行事名

1日㈯・2日㈰ スポーツセンター

南加賀ジュニアバドミントン大会【バドミントン・小中学生】

1日㈯～3日㈪ 中央公園野球場

中学校北信越野球大会【野球・中学生】

2日㈰ 中央公園テニスコート

ミックスダブルストーナメント【テニス・一般】

15日㈯～17日㈷ 山中健民体育館、スポーツセンター（16日）

石川県中学校体育大会ハンドボール【ハンドボール・中学生】

23日㈰ 山中健民体育館

南加賀地区バレーボール大会【バレーボール・中学生】

30日㈰ スポーツセンター

連盟会長杯争奪ソフトバレーボール大会
【ソフトバレーボール・一般】

7 月その他の行事

競技・種目 開催日 開催場所

剣道 2日㈰ 武道館剣道場
ボウリング 2日㈰ 百万石リゾートレーン
バスケット 2日㈰ 山中健民体育館
銃剣道 3日㈪ 加賀体育館
綱引 5日㈬ 庄小学校体育館
体操 8日㈯ 加賀体育館
グラウンドゴルフ 9日㈰ 中央公園運動広場
トランポリン 17日㈷ 加賀体育館

野球 23日㈰
30日㈰ 山中球場・片山津野球場

卓球 23日㈰ スポーツセンター

バドミントン 30日㈰ 加賀体育館

第 12 回市民体育大会開催日程表（7 月）

第12回加賀市民福祉大会

と　き／7月22日㈯ 9時～12時
ところ／市民会館　大ホール

■第1部　永年にわたり社会福祉の振興に貢献さ
　れた団体・個人の方々への感謝状・表彰の授与
■第2部　地域包括ケアシステムフォーラム
○講　演　講師　内 慶瑞 さん（金城大学社会福
　祉学部教授）
○モデル地区の発表・パネルディスカッション

問地域福祉課　☎ 72-7854

参加
無料

山中節聞きくらべ会　vol.2（全4回）

　プラネタリウムをス
テージに、満天の星を
見上げながら、山中節
のレコードを聞きくら
べます。今回は、オペ
ラ歌手による荘厳な作
品やオーケストラの迫
力いっぱいの演奏をお
楽しみください。

■申・問
山中温泉ゆけむり倶楽部事務局　☎78-1087（二木）
山中児童センター　☎ 78-3536

要申込と　き／7月27日㈭ 15時～ 
ところ／山中児童センター プラネタリウム

▲プラネタリウムで楽しむ夜空

同日開催　「山中節ほっこりコンサート」
と　き　13時～
ところ　山中児童センター3階会議室
内　容　・二胡の演奏によるミニコンサート
　　　　・みんなでおどろう 新山中節

ござっせの（いらっしゃい）。魚とふれあおう

と　き／7月30日㈰ 10時～14時　

ところ／石川県水産総合センター内水面水産センター

　今年も魚とのふれあいイベントを開催します。
自然と人との関係づくりについて、楽しく学びま
しょう。（小雨決行）
■内　容　クイズラリー、ヤマメのつかみどり

（10時30分～13時）、ヤマメの放流体験（13
時～13時40分）、海藻しおりの作成体験　など

問石川県水産総合センター内水面水産センター　☎ 78-3312

参加
無料

参加
無料

イベント情報
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第 30回ジャパンテントいしかわ

と　

き　

10
月
18
日
㈬

　
13
時
30
分
～
15
時
45
分

と
こ
ろ

　
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
（
金
沢
市
鞍
月
２
丁
目
１
番
地
）

受
付
期
間

　
７
月
24
日
㈪
～
８
月
４
日
㈮

�

■申
・
問
下
水
道
課

　

☎
７
２
︲
７
９
５
５

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

認
定
試
験

第
14
期

か
が
創
業
塾
　
受
講
生
募
集

　
開
業
・
独
立
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
の

基
礎
的
な
経
済
知
識
・
実
務
か
ら
心
構
え

な
ど
を
、
講
義
や
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
習
得

す
る
塾
を
開
催
し
ま
す
。

シ
ニ
ア
活
動
応
援
事
業

実
施
事
業
者
を
募
集

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
「
買
い
物
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
」
「
加
賀
市
の
歴
史
を
教

え
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
困
っ
た

と
き
に
誰
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
「
退
職
し
た
け
ど
、
地
域
で
何

か
お
手
伝
い
し
た
い
」
「
得
意
分
野
を
生

か
し
て
何
か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
こ
の
よ
う
な
生
活
上
の
困
り
事

と
そ
れ
を
支
援
す
る
人
材
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
体
制
づ
く
り
を
行
い
、
元
気
な
高
齢

者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。
こ
の
趣

旨
に
賛
同
し
、
事
業
を
実
施
す
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

こ
ま
つ
・
の
み
・
か
が

合
同
就
職
面
接
会

　
加
賀
地
方
で
の
就
職
を
考
え
て
い
る
大

学
等
卒
業
予
定
者
お
よ
び
若
年
求
職
者
を

対
象
に
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き
　

　
８
月
10
日
㈭
　
13
時
～
16
時
40
分

と
こ
ろ
　
小
松
市
民
セ
ン
タ
ー
（
小
松
市

大
島
町
丙
42
‐
３
）

対
象
企
業
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
平
成
30
年

3
月
大
卒
等
求
人
の
申
し
込
み
を
し
て

い
る
企
業

※
参
加
す
る
企
業
は
事
前
に
参
加
申
込
書

の
提
出
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人
登

録
）
が
必
要
で
す
。

対
象
者
　
平
成
30
年
3
月
に
大
学
、
短
大

等
卒
業
予
定
者
お
よ
び
既
卒
者
、
35
歳

未
満
の
人

問��

商
工
振
興
課　

　

☎
７
２
︲
７
９
４
０

　
創
業
予
定
の
人
だ
け
で
な
く
、
創
業
済

み
や
未
定
の
人
も
受
講
で
き
ま
す
。

と　

き
　
８
月
１
日
㈫
、
８
日
㈫
、
22
日
㈫
、

　
29
日
㈫
、
９
月
５
日
㈫
（
全
５
回
）

　
19
時
～
21
時

と
こ
ろ
　
加
賀
商
工
会
議
所

受
講
料
　
無
料

申
込
締
切
　
７
月
31
日
㈪

�

■申
・
問
加
賀
商
工
会
議
所

　

☎
７
３
︲
０
０
０
１

対　

象
　
市
内
に
事
業
所
を
開
設
し
活
動

　
し
て
い
る
法
人
ま
た
は
団
体

開
始
時
期
　
９
月
１
日
㈮
～
（
予
定
）

申
込
締
切
　
７
月
14
日
㈮

申
込
方
法
　
応
募
書
類
を
長
寿
課
に
提
出

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
応
募
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�

■申
・
問
長
寿
課

　

☎
７
２
︲
７
８
６
４

　今年も世界各国からの留学生が加賀市にやってきます。
ボランティアでホームステイを受け入れていただける家庭
を募集します。外国語ができない人や初めての人も大歓迎
です。
　 期間（予定）　8月 17日㈭ 夕方～ 20日㈰ 朝  3泊 4日
　　募集家庭　12家庭（定員に達し次第締め切り）

か
が
や
き
市
民
大
学
校
１
０
０
点
運
動
達
成
者

１
2
０
０
点
　

見み
つ
け付 

眞し
ん
い
ち一
さ
ん
（
高
塚
町
）

山や
ま
は
た畑 

洋よ
う

二じ

さ
ん
（
白
山
台
）

８
０
０
点

山や
ま
ぎ
し岸 

美み

ど

り
登
利
さ
ん
（
南
郷
町
）

２
０
０
点

綿わ
た
ぬ
き貫 

絹き
ぬ

子こ

さ
ん
（
動
橋
町
）

　
こ
の
運
動
は
、
生
涯
学
習
に
取
組
ん
だ

人
が
、
専
用
の
「
１
０
０
点
カ
ー
ド
」
に

１
日
１
点
を
限
度
と
し
て
毎
回
自
己
申
告

し
て
記
録
す
る
も
の
で
す
。

問�

生
涯
学
習
課　

　

☎
７
２
︲
７
９
８
０

ホストファミリー募集

�■申・問　加賀市都市交流協議会（観光交流課）　☎ 72-7803
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協
賛
企
業
の
店
舗
で

提
示
す
る
と
、
割
引
な

ど
の
特
典
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
プ
レ
ミ
ア

ム
・
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
対
象
が
、
10
月

か
ら
18
歳
未
満
の
子
ど
も
２
人
以
上
（
妊

娠
中
を
含
む
）
の
世
帯
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

事
前
申
請
期
間
　
７
月
31
日
㈪
ま
で

※
期
間
内
に
申
請
さ
れ
た
人
に
は
、
プ
レ

ミ
ア
ム
・
パ
ス
ポ
ー
ト
を
９
月
中
に
発

送
し
ま
す
。
８
月
以
降
の
申
請
は
、
10

月
以
降
の
発
送
と
な
り
ま
す
。

必
要
書
類

①
申
請
書
（
申
請
窓
口
に
設
置
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②
世
帯
全
員
の
住
民
票

③
母
子
手
帳
の
コ
ピ
ー
（
妊
娠
中
の
場
合
）

申
請
方
法
　
必
要
書
類
を
専
用
封
筒
に
入

　
れ
て
郵
送
も
し
く
は
申
請
窓
口
に
持
参

申
請
窓
口
　
子
育
て
支
援
課
、
山
中
温
泉

　
支
所
、
各
出
張
所

問
子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
推
進
協
議
会

　

☎
０
７
６
︲
２
５
５
︲
１
５
４
３

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
７
２
︲
７
８
５
６

　
市
内
7
カ
所
の
運
動
施
設
で
運
動
機
器

を
体
験
利
用
で
き
る
『
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
無

料
券
』
を
交
付
し
ま
す
。
足
腰
に
自
信
が

な
く
な
っ
て
き
た
人
や
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

に
興
味
は
あ
っ
て
も
な
か
な
か
一
歩
を
踏

み
出
せ
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
を
利
用
し

て
、
ま
ず
は
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期　

間　

平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

利
用
料
　
無
料
（
１
人
１
回
、
い
ず
れ
か

　
１
つ
の
施
設
の
み
）

対　

象
　

　
次
の
全
て
の
条
件
も
満
た
す
人

①
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

　
て
お
ら
ず
、
日
常
生
活

　
に
お
い
て
運
動
習
慣
の

　
な
い
人

②
自
身
で
会
場
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
人

※
運
動
施
設
の
会
員
に
な
っ
て
い
る
人
、

　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
無
料
券
を
前
年
度
に
利

　
用
し
た
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
高
齢
者
こ
こ
ろ
ま
ち
セ
ン
タ
ー

　
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
無
料
券
を
送

　
付
し
ま
す
。

�

■申
・
問
高
齢
者
こ
こ
ろ
ま
ち
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
２
︲
８は
い
ハ
ロ
ー

１
８
６

期　

間
　
７
月
21
日
㈮
～
30
日
㈰

運
動
の
重
点

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に

努
め
よ
う

・
夕
暮
れ
時
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、

　
や
夜
間
の
外
出
時
は
反
射
材
用
品
を
活

　
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
に
努
め
よ
う

・
安
全
ル
ー
ル
（
二
人
乗
り
・
並
走
禁
止
、

　
夜
間
ラ
イ
ト
点
灯
、
信
号
遵
守
と
一
時

　
停
止
な
ど
）
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
全
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

　
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
徹
底
し
よ
う

◇
飲
酒
・
暴
走
・
過
労
運
転
の
根
絶
と
、

　
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
よ
う

問��

生
活
安
全
課

　

☎
７
２
︲
７
８
９
０

人
権
啓
発

「
一
枚
の
絵
て
が
み
」
募
集

　
相
手
を
思
い
や
る
こ
こ
ろ
の
大
切
さ
な

ど
を
表
現
し
た
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
入
っ

た
「
絵
て
が
み
」
を
募
集
し
ま
す
。
応
募

作
品
は
、
８
月
27
日
㈰
に
加
賀
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
る
「
人
権
啓
発
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
石
川
２
０
１
７
」
で
展
示
・
披

露
し
ま
す
。

対　

象
　
県
内
在
住
者

応
募
方
法
　
は
が
き
裏
面
に
作
品
（
未
発

表
の
も
の
、
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
作

品
）、
表
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
学
校

名
・
学
年
（
学
生
の
み
）
を
記
載
し
て

送
付
（
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
）

応
募
締
切
　
７
月
21
日
㈮ 

当
日
消
印
有
効

�

■申
・
問
〒
９
２
２
︲
８
５
８
０

　

金
沢
市
鞍
月
１
丁
目
１
番
地

　

石
川
県
総
務
課
人
権
推
進
室

　

☎
０
７
６
︲
２
２
５
︲
１
２
３
５

『
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
無
料
券
』
を
利
用
し
て
　
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

２
子
世
帯
用

プ
レ
ミ
ア
ム
・
パ
ス
ポ
ー
ト

事
前
申
請
受
付
中

夏
の
交
通
安
全
運
動

「
事
故
防
止
　
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
と
　
お
も
い
や
り
」

1 高齢者健康プラザ「スワトン」

2 ゆけむり健康村「ゆーゆー館」

3 いきいきランドかが「AIMBS」

4 森林浴フィットネスクラブ「ＧＯＬＳＰＯ（ゴルスポ）」

5 加賀健康増進センター「ウェザースポーツクラブ」

6 ライブステーション　山代店　　※女性のみ

7 カーブス　アビオシティ加賀　　※女性のみ

『フィットネス無料券』　対象運動施設
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後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
・
決
定
通
知
を

送
付
し
ま
す

被
保
険
者
証
︵
保
険
証
︶

　
８
月
１
日
か
ら
被
保
険
者
証
が
切
り
替

わ
り
ま
す
。
７
月
中
に
新
し
い
被
保
険
者

証
を
簡・

・

・

・

・

・

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
不

在
の
際
は
不
在
票
が
差
し
置
か
れ
ま
す
の

で
、
郵
便
局
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
決
定
通
知
の
送
付

　
平
成
29
年
度
の
保
険
料
決
定
通
知
を
７

月
中
に
送
付
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
平
成
28
年
中

の
所
得
を
基
に
決
定
し
ま
す
。
平
成
27
年

中
と
の
所
得
が
大
き
く
変
わ
っ
た
人
は
、

保
険
料
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
な
お
所
得
が
低
い
人
は
、
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
を
受
け
る
に
は
、
所
得
申
告
が
必
要
で

す
。
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

均等割額の
軽減割合

同一世帯の被保険者・世帯主の
総所得金額等

9割軽減
33万円以下で、かつ被保険者全員が

年金収入80万円以下
（その他各種所得がない場合）

8.5割軽減 33万円以下
（9割軽減に該当する人を除く）

5割軽減 33万円+
（27万円×世帯の被保険者数）以下

2割軽減 33万円+
（49万円×世帯の被保険者数）以下

平成 28年度 平成 29年度
5割軽減 2割軽減

●所得割額が変わる人
（基礎控除後の総所得額が 58万円以下）

平成 28年度 平成 29年度
9割軽減 7割軽減

●均等割額が変わる人
（元被扶養者で、9割・8.5割軽減者以外）

平成 29年度から保険料軽減率が変わります保
険
料
の
納
付
方
法

●
普
通
徴
収
︵
納
付
書
納
付
・
口
座
振
替

　

・
納
税
貯
蓄
組
合
︶
の
人

　
４
月
～
６
月
の
暫
定
保
険
料
を
差
し
引

い
た
金
額
を
７
月
か
ら
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
納
付
の
人
に
は
「
口
座
振
替
依
頼

書
」
を
同
封
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

・
押
印
（
通
帳
届
け
印
）
し
て
返
信
す
る

と
、
原
則
、
申
し
込
み
月
の
翌
月
か
ら
口

座
振
替
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
貯
蓄
組
合
で
納
付
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
の
納

税
貯
蓄
組
合
長
を
通
じ
て
ご
加
入
く
だ
さ

い
（
納
税
貯
蓄
組
合
が
な
い
地
区
も
あ
り

ま
す
）
。

　
な
お
、
保
険
料
の
年
金
天
引
き
が
開
始

さ
れ
る
と
、
口
座
振
替
・
納
税
貯
蓄
組
合

で
の
納
付
は
停
止
さ
れ
ま
す
。

●
特
別
徴
収
︵
年
金
天
引
き
︶
の
人

　
４
月
～
８
月
の
仮
徴
収
保
険
料
を
差
し

引
い
た
金
額
が
、
10
月
か
ら
天
引
き
さ
れ

ま
す
。

問
保
険
年
金
課
︵
後
期
年
金
係
︶　

　

☎
７
２
︲
７
８
６
７

平
成
29
年
度

国
民
年
金
免
除
申
請
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
全
額
、
ま
た
は
一
部
が
免
除

や
納
付
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
（
平
成
29
年
７
月
～
平
成
30
年

６
月
）
の
受
付
は
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

支
払
い
が
困
難
な
時
は
、
未
納
の
ま
ま
に

せ
ず
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

　
な
お
、
申
請
期
間
は
２
年
１
カ
月
前
ま

で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
免
除
さ
れ
る
場
合

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
と
き

※
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
の
年
金
受

給
資
格
期
間
・
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。

●
納
付
猶
予
さ
れ
る
場
合

　
平
成
28
年
6
月
分
以
前
は
30
歳
未
満
の

期
間
で
、
平
成
28
年
7
月
分
以
降
は
50
歳

未
満
の
期
間
で
、
本
人
と
配
偶
者
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
と
き

※
納
付
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
の
年

金
受
給
資
格
期
間
に
反
映
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
退
職
︵
失
業
︶
時
の
保
険
料
免
除
・
納
付

　

猶
予
の
特
例

　
退
職
（
失
業
）
さ
れ
た
人
の
所
得
を
除

外
し
て
審
査
す
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
は
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

な
ど
、
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確
認

で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

申
請
場
所
　

　
保
険
年
金
課
、
山
中
温
泉
支
所
、

　
山
代
・
片
山
津
出
張
所
、

　
小
松
年
金
事
務
所

問
保
険
年
金
課
︵
後
期
年
金
係
︶

　

☎
７
２
︲
７
８
６
１

　

小
松
年
金
事
務
所　

　

☎
０
７
６
１
︲
２
４
︲
１
７
９
１
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◆ 議会情報　7月の会議◆

委員会名 と　き（上段）
ところ（下段）

総務委員会
11日㈫ 10時～
301会議室

教育民生委員会
12日㈬ 10時～
301会議室

産業建設委員会
13日㈭ 10時～
301会議室

全員協議会
21日㈮ 10時～
301会議室

※�日程は変更することがあります。
※傍聴は先着順です。
※�議会運営委員会・特別委員会（基地・
防災、新幹線、企業誘致、議会活性化）
については、お問い合わせください。
※�議会ホームページにも掲載しています。

問議会事務局　☎72-7965

◆ 施設情報　7月の開館時間と休館日 ◆

施設名・
問い合わせ先

開館時間（上段）
休館日（下段）

環境美化センター
☎73-5600

9時～16時
5、12、17、19、26日

グリーン・
シティ山中
☎78-5374

9時～16時

5、12、17、19、26日
いきいきランド
かが ＡＩＭ ＢＳ
☎72-8011

10時～22時
5、12、19、26日

ゆけむり健康村
ゆーゆー館
☎78-5546

10時～22時

4、11、18、25日
加賀市健康プラ
ザ｢スワトン｣
☎74-1818

10時～22時
（日曜日は10時～18時）
12、26日

　
保
険
適
用
と
な
る
禁
煙
外
来
治
療
を
終

え
た
方
に
治
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額　

対
象
経
費
（
保
険
診
療
分
）
の

２
分
の
１
以
内
（
１
０
０
円
未
満
は
切

り
捨
て
、
上
限
１
万
円
）

※
初
回
診
療
（
初
診
日
）
か
ら
12
週
間
以

内
に
か
か
っ
た
費
用
に
限
り
ま
す
。
申

請
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

対　

象
　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
人

・
加
賀
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

・
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
診
断
さ
れ
た
方

　
（
35
歳
以
上
の
場
合
）
１
日
の
喫
煙
本

　
数
×
喫
煙
年
数
が
２
０
０
以
上
の
人

　
（
35
歳
未
満
の
場
合
）
要
件
な
し

・
申
請
年
度
の
特
定
健
康
診
査
ま
た
は
若

年
者
健
康
診
査
を
受
診
し
た
人

・
禁
煙
外
来
で
治
療
を
受
け
た
人

申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

禁
煙
外
来
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

　　　再生品の販売

展示期間：7月1日㈯～15日㈯
　　　　　9時～16時
抽�選�日：7月18日㈫　9時～
引取期間：7月18日㈫～25日㈫
　　　　　9時～16時
問加賀市環境美化センター　
　☎72-5600

・
加
賀
市
禁
煙
外
来
治
療
費
助
成
金
交
付

申
請
書
兼
実
績
報
告
書

・
助
成
金
請
求
書

・
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
及
び
禁
煙
外

来
治
療
の
完
了
が
確
認
で
き
る
も
の

・
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

・
認
印

助
成
対
象
期
間

　
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で
（
期
間
中

　
に
治
療
が
終
了
す
る
こ
と
）

申
請
期
限
　
平
成
30
年
４
月
２
日
㈪

申
請
場
所
　
保
険
年
金
課

問��
保
険
年
金
課
︵
国
保
係
︶

　

☎
７
２
︲
７
８
６
０

まもなく受付終了です
臨時福祉給付金（経済対策分）

申請受付 7月 7日㈮まで
〈対象者〉

平成 28年度分の市民税が課税
されていない人

問臨時福祉給付金専用ダイヤル
☎ 72-7826（地域福祉課）

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証
、
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
認
定
証

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

極
め
て
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
表
彰

を
受
け
た
も
の
で
す
。

　
平
成
28
年
度
石
川
県
社
会
教
育
功
労
者

表
彰
に
呉ご

藤と
う

満み
つ

次じ

さ
ん
（
橋
立
町
）
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
誠
実
、
積
極
的
に
地
域

の
社
会
教
育
推
進
に
努
め
、
そ
の
功
績
が

平
成
28
年
度

石
川
県
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
受
賞

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
は
平
成
29

年
7
月
31
日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。
引
き

続
き
必
要
な
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日
　

7
月
24
日
㈪

申
請
に
必
要
な
も
の

　
保
険
証
、
認
印
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分

　
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）
、

　
申
請
者
の
身
分
証
明
書

申
請
場
所
　
保
険
年
金
課
、
山
中
温
泉
支

所
、
各
出
張
所

問
保
険
年
金
課
︵
国
保
係
︶

　

☎
７
２
︲
７
８
６
０

　
社
会
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
監
督

と
し
て
約
10
年
間
指
導
に
あ
た
り
、
社
会

教
育
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
あ
い
り
す
ガ
イ
ド
（
橋
立
さ
わ
や
か

ガ
イ
ド
）
に
所
属
し
、
橋
立
町
の
観
光
案

内
や
、
子
ど
た
ち
に
橋
立
町
の
良
さ
を
伝

え
郷
土
愛
を
育
む
活
動
を
行
う
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
に
も
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課　
　

　

☎
７
２
︲
７
９
８
０

広報かが  2017・717



所得区分
外来

（個人単位）
外来＋入院

（世帯単位）

現役並み
所得者

57,600円

80,100円＋
（医療費総額－
267,000円）× 1％

一般
14,000円

※年間限度額
144,000円

57,600円

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

8月からの自己負担限度額（月額）

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
加
入
者
と
そ
の
世
帯
主
で
、
所

得
が
申
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
額
が
一
定

額
よ
り
少
な
い
場
合
は
国
民
健
康
保
険
税

や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度

額
の
認
定
を
受
け
る
際
に
も
所
得
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
未
申
告
の
た
め
所
得
不
明
と
な
っ
て
い

る
人
は
軽
減
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
り
、

自
己
負
担
限
度
額
が
上
位
所
得
者
と
み
な

さ
れ
た
り
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
こ
の
た
め
所
得
と
な
ら
な
い
雇
用
（
失

業
）
保
険
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
の
み

の
収
入
の
場
合
も
、
必
ず
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
未
申
告
の
人
は
収
入
が
分
か
る
も
の
と

認
印
を
持
っ
て
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
税

料
金
課
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
︵
国
保
係
︶

　

☎
７
２
︲
７
８
６
０

　
税
料
金
課
︵
市
民
税
係
︶

　

☎
７
２
︲
７
８
１
５

＊注　過去 12カ月以内に世帯単位の限度額を超えた支給が
4回以上あった場合（多数回該当）、4回目以降は 44,400円

＊注

軽
減
を
受
け
る
に
は
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す

70歳以上の人は 自己負担限度額が変わります

子孫が一堂に会して実盛を供養
　寿永 2年（1183年）に篠原古戦場にて命を落とした斎
藤実盛の供養祭が行われました。当時、武将として戦っ
た木曽義仲、斎藤実盛、手塚光盛の 3人のご子孫が一堂
に会して兜の宮を参拝し、その後、実盛塚において記念
植樹を行いました。
　当日は、ご子孫と関係者をパネラーとしたシンポジウ
ムも開催され、多くの参加者が武将やその家系にまつわ
る興味深い話に聞き入っていました。

勇壮な姿に大歓声
　一年間の無病息災を祈願して、今年も菖蒲湯まつり
が行われました。菖蒲を詰め込んだ俵を取り付けた神
輿を担ぎ、そして引き回す若者たちの勇壮な姿に、大
勢の観客から大きな歓声が上がりました。
　俵の中のたくさんの菖蒲は、神輿の担ぎ手たちに
よって古総湯に投げ込まれ、辺りは菖蒲の良い香に包
まれていました。

＊注

左から、木曽�義明さん（木曽義仲�子孫）、長井�昌一
さん（斎藤実盛�子孫）、手塚�眞さん（手塚光盛�子孫）

情報チャンネル

広報かが  2017・7 18	

問保険年金課（国保係）☎72-7860

　70歳以上の人（65歳以上で後期高齢者医療制度
に加入している人を含む）は、医療費が高額に
なったときに適用される自己負担限度額が８月か
ら変わります。

まちの NEWS



〈
肢
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
〉

　
移
動
全
般
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

杖
や
車
い
す
を
使
え
な
い
場
合
は
、

本
人
の
希
望
や
状
態
を
確
認
し
、

移
動
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で

す
。

〈
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
〉

　
急
激
な
状
況
変
化
の
察
知
が
難

し
い
た
め
、周
囲
の
状
況
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
よ
う
、
言
葉
で
情
報
を

知
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
〉

　
身
振
り
・
筆
談
・
手
話
な
ど
複

数
の
方
法
で
情
報
を
伝
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
画
面
を
利
用
す
る

こ
と
も
有
効
で
す
。

〈
難
病
・
内
部
障
が
い
の
あ
る
人
〉

　
本
人
や
介
護
者
等
に
健
康
状
態

を
確
認
し
、
必
要
な
配
慮
を
聞
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

第 3回　「災害時の障がいのある人への支援について」

国

交
際

流
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

問加賀市都市交流協議会 (観光交流課内 )��☎ 72-7906

　
５
月
に
加
賀
市
の
中
学
生
38
人
で
編
成
さ
れ
る
加

賀
市
中
学
校
選
抜
吹
奏
楽
団
が
友
好
都
市
の
台
湾
桃

園
市
を
訪
問
し
、「
桃
園
管
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で

演
奏
し
ま
し
た
。
ま
た
、桃
園
市
の
中
学
生
と
交
流
し
、

互
い
の
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

上
出�

萌
乃
華
さ
ん
︵
山
代
中
学
校
︶

　

不
安
を
感
じ
な
が
ら
の
出
発
で
し
た
が
、
桃
園
市
の

方
々
が
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
、

参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
言
葉
が
通
じ
な
く

て
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
音
楽
を
通
し
て
自

分
が
成
長
で
き
た
と
感
じ
ま
す
し
、
桃
園
市
と
加
賀
市

と
の
絆
が
よ
り
深
ま
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

惣
島�

桃
さ
ん
︵
東
和
中
学
校
︶

　
桃
園
市
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
交
流
で
は
、
私
た

ち
の
演
奏
が
終
わ
っ
た
と
き
に
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ

け
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
言
葉
が
通
じ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
慈
文
中
学
校
の
生
徒
が

と
て
も
明
る
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
英
語
な
ど
で
話
し
か

け
て
く
れ
た
の
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
吹
奏

楽
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

直
江�

香
采
さ
ん
︵
山
中
中
学
校
︶

　

桃
園
市
の
方
々
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
有
意
義
な

訪
問
と
な
り
ま
し
た
。
桃
園
市
の
中
学
生
と
の
交
流

で
は
迫
力
の
あ
る
演
奏
を
聴
い
た
り
、
一
緒
に
演
奏

し
た
り
と
、
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
す
ば
ら
し
い
経
験
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

桃園市の中学校を訪問し、同じ曲を一緒に演奏しながら
生徒同士の交流を行いました。

問
ふ
れ
あ
い
福
祉
課

　
☎
７
２
︲
７
８
５
２

　

N
７
２
︲
７
７
９
７

〈
知
的
・
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
人
〉

　
人
に
よ
り
症
状
や
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
不
安
や
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
分
か
り

や
す
い
具
体
的
な
言
葉
を
用
い
て
、
優
し

い
態
度
で
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
近
所
の
方
の
支

援
が
命
を
救
う
大
き
な
力
と
な
り
ま
し

た
。
同
じ
地
域
に
住
む
者
同
士
と
し
て
、

お
互
い
に
助
け
合
う
た
め
に
、
地
域
の
防

災
訓
練
に
は
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
な
お
、
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

災
害
時
に
自
ら
行
動
で
き
る
よ
う
、
災
害

時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
中
で
す
。

　
災
害
が
起
き
た
と
き
、
障
が
い
の
あ
る
人
は
情
報
入
手
や
自
力
避

難
が
困
難
に
な
り
、
近
く
に
い
る
人
の
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

支
援
の
際
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
次
の
よ
う
な
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。

音
楽
を
通
じ
て
深
ま
る
国
際
友
好

約 2,000人の聴衆を前に演奏を披露し、日本代表
として、友好と感謝の気持ちを伝えました。

広報かが  2017・719




